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1
．
感
染
症
の
終
息
は
い
つ
か

　

世
界
を
震
撼
さ
せ
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
の
終
わ
り
方
に
は
2
通
り
あ
る
と

歴
史
学
者
は
言
う
。
一
つ
は
「
医
学
的
終

息
」
で
罹
患
率
と
死
亡
率
が
大
き
く
減
少

し
て
終
わ
る
こ
と
。
も
う
一
つ
は
「
社
会

的
終
息
」
で
病
気
に
関
す
る
恐
怖
心
が
薄

れ
て
き
て
終
わ
る
と
の
こ
と
。
世
界
を
席

巻
し
て
後
、
弱
い
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
変

わ
っ
た
ス
ペ
イ
ン
風
邪
の
よ
う
に
な
る
の

か
。
き
っ
ぱ
り
と
勝
利
宣
言
の
出
せ
な
い

感
染
症
。
歴
史
に
学
ぶ
な
ら
〈
長
く
て
困

難
な
プ
ロ
セ
ス
〉
が
終
わ
り
へ
の
定
義
の

よ
う
だ
。
い
つ
ど
こ
で
感
染
す
る
か
わ
か

ら
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
。
感
染
予
防
や
治
療

に
必
死
の
医
療
従
事
者
に
全
幅
の
信
頼
を

寄
せ
、〈
三
密
〉
を
避
け
、
マ
ス
ク
の
励

行
な
ど
、
自
己
防
衛
に
徹
し
、
こ
の
事
態

を
正
し
く
恐
れ
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
時
を
刻

み
た
い
も
の
だ
。
終
息
の
ホ
イ
ッ
ス
ル
は

い
つ
吹
か
れ
る
の
か
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
の
世
界
の
累
計
感
染
者
数
は
、
11
月

12
日
現
在
、50,676,072

人
、死
亡
者
数
は
、

1,261,075

人
に
達
し
た
。

2
．
組
織
の
意
思
決
定
ラ
イ
ン
を
急
ぐ

　

会
員
減
少
は
組
織
の
衰
退
を
招
く
と

の
危
機
感
か
ら
今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、

〈
Ｇ
ｏ 

Ｓ
ｔ
ｒ
ａ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ 

Ａ
ｈ
ｅ
ａ
ｄ
〉

―
ひ
た
す
ら
一
本
道
を
走
る
―
を
掲
げ

た
。
な
り
ふ
り
構
わ
ず
現
職
園
長
・
校
長

会
と
の
具
体
的
連
携
を
強
化
し
、
命
運
を

か
け
た
会
員
増
強
へ
の
道
を
邁
進
し
て
い

く
。
ま
た
、
こ
の
国
難
の
時
こ
そ
、
本
会

の
意
思
決
定
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
確
立
を
急

ぎ
、
本
部
と
支
部
組
織
と
の
意
思
疎
通
の

強
化
を
図
る
。本
部
は
8
月
下
旬
か
ら「
正

副
会
長
会
の
テ
レ
ワ
ー
ク
会
議
の
実
証
実

験
」
を
開
始
し
た
。
心
の
通
う
会
議
の
新

し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
模
索
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
当
た
り
前
だ
っ
た
日
常
が
一

変
し
た
。
こ
の
危
機
の
時
こ
そ
、
強
い
絆

で
内
在
す
る
組
織
の
存
亡
に
か
か
わ
る
諸

課
題
を
乗
り
越
え
、
明
る
い
未
来
を
展
望

し
た
組
織
結
束
の
強
化
を
す
べ
て
の
会
員

と
誓
い
た
い
。

3
．
新
た
な
有
識
者
会
議
に
期
待

　

こ
の
時
期
、
学
校
現
場
は
、
多
忙
を
極

め
て
い
る
。「
教
育
界
の
働
き
方
改
革
」

も
頓
挫
し
た
の
か
と
心
配
し
た
が
、「
来

る
10
月
、
文
科
省
が
教
科
担
任
制
の
小
学

校
導
入
を
目
指
し
、
学
校
長
ら
で
つ
く
る

有
識
者
会
議
を
新
た
に
設
置
す
る
」
と
の

小
さ
な
新
聞
記
事
を
目
に
し
た
。
20
年
度

か
ら
始
ま
っ
て
い
る
思
考
力
や
表
現
力
を

問
わ
れ
る
学
習
指
導
要
領
の
大
改
革
。
ま

ず
は
審
議
に
出
席
す
る
学
校
長
ら
の
事
実

に
基
づ
か
な
い
「
真
実
」
を
鵜
呑
み
に
し

な
い
よ
う
説
得
力
あ
る
知
見
と
現
場
の
意

志
が
真
に
反
映
さ
れ
る
思
い
切
っ
た
発
言

を
期
待
し
た
い
。
高
層
ビ
ル
の
上
か
ら
見

下
ろ
す
と
低
い
建
物
の
高
さ
の
違
い
が
分

か
り
に
く
く
、
ど
れ
も
同
じ
く
ら
い
低
く

見
え
る
も
の
。
教
育
者
の
関
心
の
フ
ィ
ル

タ
ー
は
夢
見
る
個
性
豊
か
な
子
供
た
ち
に

向
か
う
。
マ
イ
ン
ド
を
変
え
、
新
し
い
視

点
か
ら
教
育
を
語
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
と

考
え
て
い
る
が
…
。
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○
誰
も
予
想
で
き
な
い
異
例
の
事

態
と
な
っ
た
。
突
然
の
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
の
流
行
拡
大
に
伴
い
、

5
月
12
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た
定

期
総
会
を
10
月
28
日
に
延
期
し
た
。

以
来
、
感
染
症
の
世
界
的
流
行
が

深
刻
と
な
り
、
社
会
・
経
済
的
機

能
の
マ
ヒ
す
る
中
、
延
期
し
て
い

た
定
期
総
会
の
中
止
も
や
む
な
し

と
の
苦
渋
の
決
断
を
し
た
。
本
来

な
ら
春
爛
漫
の
時
、
東
京
都
教
育

委
員
会
を
は
じ
め
、
多
く
の
来
賓

の
ご
臨
席
を
賜
り
、
例
年
通
り
会

員
180
余
名
が
一
堂
に
会
し
、
厳
粛

に
し
て
晴
れ
や
か
な
総
会
の
は
ず

で
あ
っ
た
。
さ
て
、
遡
る
こ
と
2

月
14
日
、
本
部
は
新
型
コ
ロ
ナ
に

関
す
る
第
一
次
緊
急
連
絡
（
通

知
）
を
全
支
部
長
に
発
信
し
た
。

主
た
る
内
容
は
、
会
員
の
安
全
第

一
を
優
先
し
、
湯
島
の
事
務
所
で

の
定
例
会
議
の
自
粛
通
知
だ
っ
た
。

2
月
26
日
に
は
第
二
次
緊
急
連
絡

を
発
信
、
全
て
の
定
例
会
議
の
自

粛
延
長
と
諸
会
議
の
中
止
を
全
会

員
に
周
知
し
た
。
更
に
、
3
月
24

日
に
第
三
次
緊
急
連
絡
を
発
信
し
、

定
期
総
会
の
延
期
と
定
例
会
議
の

さ
ら
な
る
自
粛
延
長
を
通
知
し
た
。

4
月
6
日
に
発
行
さ
れ
た
会
報
第

208
号
の
2
頁
に
は
、
定
期
総
会
延

期
の
告
知
と
第
三
次
緊
急
連
絡
を

掲
載
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
市
中

感
染
が
深
刻
と
な
る
中
、
4
月
6

日
よ
り
事
務
室
の
完
全
閉
鎖
を
決

定
。
本
部
は
、
す
べ
て
の
業
務
を

在
宅
勤
務
に
切
り
替
え
た
。

○
こ
の
危
機
的
状
況
下
に
あ
っ
て
、

今
後
の
組
織
の
円
滑
な
運
営
方
法

に
つ
い
て
熟
慮
に
熟
慮
を
重
ね
た
。

ま
ず
、
総
会
延
期
と
同
時
に
本
部

は
会
則
第
13
条
と
第
17
条
を
適
用

し
、「
総
会
に
代
わ
る
書
面
評
議

員
会
」
の
開
催
準
備
を
始
め
、
書

面
議
案
書
の
外
注
を
決
断
し
た
。

議
案
書
づ
く
り
を
急
ぎ
、
5
月
23

日
に
メ
ー
ル
で
素
案
を
業
者
に

送
っ
た
。
一
刻
の
業
務
停
滞
も
許

さ
な
い
と
の
判
断
か
ら
ト
ッ
プ
ダ

ウ
ン
の
取
組
だ
っ
た
。〈
努
力
す

る
者
は
希
望
を
語
り
、
怠
け
る
も

の
は
不
満
を
語
る
〉
と
の
言
葉
が

脳
裏
を
過
る
。
5
月
26
日
、
注
文

し
た
議
案
書
の
ゲ
ラ
が
届
き
、
直

ち
に
三
役
会
（
会
長
、
総
務
部
副

会
長
、
事
務
局
長
）
で
責
任
校
正

を
行
い
、
評
議
員
、
支
部
長
及
び

役
員
を
含
め
た
200
名
分
の
議
案
書

を
正
式
に
発
注
し
た
。
業
者
に
は
、

発
注
か
ら
関
係
者
へ
の
発
送
ま
で

を
僅
か
一
週
間
で
仕
上
げ
る
こ
と

を
約
束
し
た
。6
月
1
日
、15
ペ
ー

ジ
に
編
纂
さ
れ
た
〈
令
和
2
年
度

第
67
回
東
京
都
退
職
校
長
会
定
期

総
会
書
面
評
議
員
会
議
案
書
〉
が

全
評
議
員
、
関
係
者
に
届
け
ら
れ

た
。
書
面
議
案
書
は
、
6
月
15
日

付
締
め
切
り
の
「
返
信
に
よ
る
表

決
書
提
出
」
を
評
議
員
に
求
め
た
。

○
目
指
す
は
、
本
年
度
の
円
滑
な

本
部
運
営
に
あ
っ
た
。
お
蔭
様

で
、
こ
の
度
の
書
面
表
決
書
の

回
答
率
は
100
％ 

（
41
支
部
／
41
支

部
）。
4
つ
の
議
案
の
表
決
結
果

は
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
た
。
会

員
の
心
に
深
く
浸
透
し
、
喜
び
一

入
で
あ
っ
た
。
表
決
結
果
を
Ｈ
Ｐ

に
掲
載
、
同
時
に
6
月
23
日
付
の

ハ
ガ
キ
に
て
全
支
部
長
・
評
議
員

宛
に
周
知
。
7
月
25
日
、
本
年
度

の
総
会
中
止
を
全
支
部
長
に
伝
え

た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
組
織

の
命
運
を
か
け
た
今
回
の
本
部
の

取
組
に
心
血
を
注
い
で
い
た
だ
い

た
支
部
長
、
評
議
員
、
役
員
の

方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
報
告
と
す

る
。
表
決
結
果
は
、
以
下
の
通
り

で
あ
る
。

第
67
回
定
期
総
会
中
止
に
伴
う
経
緯
に
つ
い
て

―
議
案
書
が
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
る
ま
で
―

会
長
　
多
田
　
丈
夫

記
「書面評議員会の議案書表決結果」
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令和元年度 会務報告
１．活動方針

　６０年ぶりに全面改正された本会会則の〈実行元年〉の年と位置付け、支部と一体となって東京都退職校長会の存在感を
高めながら、未来に繋がる組織力強化という一本道に向かってスクラムを組み、努力した。特に、各校種の現職校長会との
連携を深め、本部のプロジェクトチームが司令塔になって会員増強の具体的戦略を練り、年次的、計画的成果のでる環境づ
くりに努めた。
　本部は、大きく飛躍しようと「Ｓｔｅｐ Ｕｐ Ｓｙｓｔｅｍ」―組織の発展をめざそう―をスローガンに掲げ、校長退職
者の全員加入を目指した。また、支部間の結束を固め、教育の普遍性を堅持しながら、心豊かな生き方のできる第二の居場
所づくりに努力した。
（１）�組織を挙げて、会則の改正点の周知に努力し、各校種の現職校長会との絆を強めながら、最重要課題の会員増強と組

織の充実に全力を尽した。
（２）�本会がめざす「親睦と互助」・「生涯学習の推進」・「教育支援活動」の一層の充実を期し、本部と支部が一体となって、

魅力ある支部活動の紹介・推進・発展に努力した。
（３）�都教委との委託事業の促進を図ると共に、各事業の透明性を堅持し、各支部間の横断的な協力関係の促進を促し、各

関係諸団体との連携の強化に努めた。
２．スローガン「Ｓｔｅｐ Ｕｐ Ｓｙｓｔｅｍ」―組織の発展をめざそう―

　このスローガンは、現状に甘えることなく、将来に向かって組織を強固にしようと会員が誓ってほしい目標である。常に
会員は組織を愛し、ステップアップをしなければならない。

３．活動の重点
○新しい会則の条件に即した校長退職者の全員加入を目標に、会員増強推進プロジェクトチームを設置し、入会促進に努めた。
○各種会議、委員会活動の活性化と効果的な運営、責任ある体制づくりに努めた。
○財政健全化を目標に、各事業の効率的な運営を図り、適正な予算執行に努めたが、一層の努力が必要である。
○会員の親睦と互助に寄与するとともに、生涯学習の場の拡充に努めた。
○会報の充実に努め、会員相互の情報の共有と本部・支部との一体感の強化を図った。
○教育フオーラムを開催し、会則改正について共通理解を深めるとともに、新しい会則の意味する全員加入への道を考えた。
○都教育庁委託事業を受け入れ、会員の才知と豊かな経験を活かし、その期待に応えた。
○関係諸機関・諸団体との連携を図り、本会の充実と発展に努めた。

４．各部・委員会の目標・事業計画
（１）総務部

①　庶務担当部
○本会の綱領や活動方針を踏まえ、会務の円滑な運営、各部、各組織間の連絡・調整等に努めた。
○総会、評議員会、支部長会、運営委員会等の企画・運営及び連絡・調整に努めた。
○五団体（園長会・各校種校長会）との教育懇談会を企画・運営をした。
○全連退関係の調査・連絡の任に当たり、関ブロ関係業務の調整に努めた。
○４１支部の情報収集に努め、本会の諸課題に関する連絡・調整に努めた。
○新たな会則の入会条件に即した会員の動静と会員数の把握・整理に努め、「令和元年度会員名簿」を発行した。
○関係機関との連携を深め、退職予定者の入会を促進するために年賀状を送付した。

②　会計担当部
○各部、各委員会等と連携を図り、諸活動、諸事業の円滑な運営ができるよう配慮した。
○会員減少に伴う収入減による予算の編成、執行を適正にし、支出の抑制に努めた。

（２）広報部
○平成２７年度に示した「会報発行の基本原則」に沿って、年４回の会報を発行したが、予算の減少に伴い、発行計画・

編集内容の創意工夫を図った。
○本会の活動状況と的確な支部会員の情報を把握し、「分かりやすい、より魅力のある会報」を目指した。
○会報等の編集及び校正作業を行い、編集全般の責任を負い、発行に当たっては、正副会長会・運営委員会及び事務局長

と緊密な連携を図った。
○各都道府県及び支部からの会報・情報誌の管理・活用に努めた。
○「ＨＰ」の契約会社の変更に伴う再開設に向けて、編成計画の作成等に着手した。

次年度に内容の刷新を目指す。
（３）福利厚生部

○功労会員、栄誉会員（叙勲）、長寿会員（白寿以上・米寿・喜寿）に関する支部
情報の的確な把握に努め、併せて情報の収集、整理、提供に努力した。

○別に定める「慶弔等に関する規程」に沿って、会員の慶弔に関する事務を処理した。
○各支部との連携を密に、功労会員、栄誉会員、長寿会員の正確な情報把握に努

力した。
○年金、高齢者医療、介護等の社会情勢からの情報提供に努めた。

（４）生涯学習部
○生涯学習活動に関する情報収集に努め、年２回の魅力ある会員研修会を企画し

運営をした。
○年２回のクラブ委員長会を運営し、活動状況、クラブ会員の把握に努め、各ク

ラブの活性化に努めた。
○居住する地域で活躍する会員の情報を集め、会報などへの掲載に尽力した。

（５）企画調整部
○東京都教育委員会との委託事業の円滑な推進と連絡調整に努力した。
○各部で実施する事業の具体的な内容の把握に努め、諸会合が円滑にいくよう調

整した。
○東京都教育委員会幹部との懇談会の企画・運営・調整を行った。
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（６）委員会関係
①　業務推進本部「作業部会」

○会則、規程の一部改正について検討した。
○「評議員会」の支部長会への吸収的・発展的解消について検討をした。
○新会則に基づく、新生本会の「会員の呼称」についての申し合わせ事項を決定した。
○新会則に基づく、本会の「組織図」の提示をした。

②　「会員増強推進プロジェクト・チーム」と各支部との連携による勧誘活動
○支部長会において、勧誘活動に関する依頼をするとともに、一体感のある入会促進に努めた。
○入会促進のために、各校種別の現職校長会との連携を深めることと、新会則の周知や本会のメリット、「絆」（リーフレッ

ト）及び本会会則等の提供や周知を通して入会活動の促進を図った。
（７）教育関係機関・団体との連携

○東京都教育委員会と２月に懇談会を開催し、東京都の教育課題に関する本会からの要請事項について意見交換や、本会
の果たす役割等についても意見交換をした。

○東京都国公立幼稚園・こども園長会、公立校長会五団体との教育懇談会を開催し、園長会・校長会の抱える問題や本会
の協力できる分野について意見交換をした。又、本会の活動内容の理解を求め、会員増強への協力を要請し、協力の同
意を得た。

○全国連合退職校長会との連携を堅持するとともに、関東甲信越地区退職校長会連絡協議会神奈川大会に３名が参加し、
関東甲信越地区退職校長会との情報交換並びに連携強化に努めた。

（８）都教育庁受託事業
①　都教育庁人材バンク受託事業運営特別委員会

○「令和元年度人材バンク事業運営に伴う相談・普及広報等について」の事業受託をし、仕様書により本委員会が委員長
を中心に事業推進の任に当たった。

○都教育庁人材バンク事業は、都の方針転換により、令和２年３月末で終了した。それに伴い、本会と東京都教育委員会
との委託契約も、令和２年３月３１日をもって終了した。

○また、本会の人材バンク事業を推進してきた「教育庁人材バンク受託事業運営特別委員会」は、９年間にわたる業務を
終えた。

令和２年度 事業計画
会長　多田　丈夫

１．活動方針
　１０数年続いている会員減少に歯止めをかけるため、プロジェクト・チームを司令塔に本部と支部が一体となって会員増
強の具体的成果を挙げる年とする。めざすは、組織の命運をかけ、積極的な広報活動を展開し、会員が一丸となって校長退
職者全員加入の目標達成に努力する。また、財政再建のため、組織の合理化・精選化・スリム化を進め、身を切る内部改革
に着手する。特に、予算執行に際し、事業計画ごとに無駄を省き、常に、効率的、効果的運営と公正かつ適正な支出に努める。
　また、現職園長・校長会組織との絆を一層強め、支部間交流の活性化に励み、共に支え、楽しみ、喜び合える環境づくり
に努める。本部は、本年度のスローガンに、　「Ｇｏ　Ｓｔｒａｉｇｈｔ　Ａｈｅａｄ」―ひたすら一本道を走る―を掲げ、
入会勧誘の促進と新たな教育課題に果敢に挑む現職園長・校長会との連携を強化し、力を合わせ第二の居場所づくりに邁進
する。その実現のため、次の３つの方針を掲げる。
（１）�本部と支部との結束力を高め、魅力ある本会の創造と現職園長・校長会への働きかけを強め、会員増強への一本道を

ひたすら走る。
（２）�本会の目標である「親睦と互助」・「生涯学習の推進」・「教育支援活動」の実現に向け、会報やＨＰを充実させ、魅力

ある会の運営を図る。
（３）�都教委等との事業に積極的に取り組み、緊密な連携を堅持しながら、本会の存在感を高め、信頼される組織推進を図る。

２．スローガン「Ｇｏ　Ｓｔｒａｉｇｈｔ　Ａｈｅａｄ」―ひたすら一本道を走る―
３．活動の重点

○会則の条件に即した校長退職者の全員加入を目標に、現職園長・校長会、並びに各支部との連携強化に努める。
○各種会議、委員会活動の活性化を図るとともに、効果的な運営と責任ある体制づくりに努める。
○会務のデジタル化を促進し、各種会議等での計画的で効率的な運営に努める。
○財政の健全化を目標に、各事業の見直しと効果的で適切な予算執行に努める。
○会員の親睦と互助に寄与するとともに、生涯学習の場と健康づくりの拡充に努める。
○会報、ＨＰの充実を図り、会員相互の情報の共有と本部と支部との絆を一層強める。
○教育フォーラムを充実させ、生きる力となる会員の研修・修養の場を企画する。
○教育機関・諸団体との連携を図り、本会の充実と発展に努める。

４．各部・委員会の目標・事業計画
（１）総務部

①　庶務担当部
○本会の綱領や活動方針を踏まえ、業務全体の円滑な運営・管理と各部、各組織間の連絡、調整に努める。
○総会、評議員会、支部長会、運営委員会等の会務の運営進行の任に当たる。
○全連退、関ブロ大会関係、五団体（園長会・各校種校長会）等との連携を深めると共に、企画・立案・運営の任を負う。
○４１支部の情報収集に努め、本会の諸課題に関する連絡・調整に努める。
○会員の動静と会員数の把握・整理に努め、会員増強に資すると共に新会員名簿を発行する。
○その他、部に関する事項。

②　会計担当部
○本会の会計面の一括管理・執行を担当すると共に、財政の健全化に努力する。
○別に定める「予算編成の基本原則」に則した予算編成と執行計画を立案する。
○各部、委員会等への支払い業務を行い、諸事業の円滑な運営ができるようにする。
○会員減少に伴う収入減により、適正な予算執行に努め、支出の抑制に努める。
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功労会員（令和元年度以降の退任役員等）27 名（敬称略）
本会へのご功績を讃え感謝状を贈ります

◇参与（２名）
　藤井千恵子（埼玉県）
　今井　重夫（神奈川県）

◇評議員（８名）
　鈴木　正孝（千代田・中央）
　味澤　榮子（品川）
　伊波　健治（渋谷）
　島村　勝實（北）
　柳川　国平（八王子）
　多賀　義治（千葉南）
　藤﨑　　敬（千葉西）
　入江　　章（埼玉県）

○その他、部に関する事項。
（２）企画調整部

○東京都教育委員会幹部との懇談会、及び教育フォーラムの企画・運営に伴う各部間の連絡・調整を図る。
○各部で実施する諸事業の具体的な内容把握をしつつ、会務の円滑な進行のための連絡・調整を行う。
○各部が提案する資料の把握・物品等の整理・管理に努め、各部間の連絡・調整に資する。
○その他、部に関与する事項。

（３）広報部・・・・・・（会報部とＨＰ担当部を置く）
○別に定める「会報発行の基本原則」に則して発行計画を立て、年４回の会報を発行する。発行予定は、７月、１０月、１月、

４月とする。
○本会の活動状況と的確な支部会員の情報を把握し、「分かりやすい、より魅力のある会報」の発行や適時・適切な「ＨＰ

の充実」を図り、広報活動の活性化を目指す。
○会報及びＨＰ等の編集及び校正作業を行い、編集全般の責任を負う。発行に当たっては、正副会長会・運営委員会及び

事務局長と緊密な連携を図る。
○各都道府県及び支部からの会報・情報誌の管理・保管に努めると共に、有用な教育情報を本会の会議に提供する。
○その他、部に関する事項。

（４）福利厚生部
○功労会員、栄誉会員（叙勲）、長寿会員（白寿以上・米寿・喜寿）に関する支部情報の的確な把握に努め、併せて慶弔等

の情報の収集、整理、保管の任を負う。
○別に定める「慶弔等に関する規程」に沿って、会員の慶弔に関する事務を処理する。
○毎年１０月に実施される「東京都教職員物故者追悼式」での「追悼の言葉」の遺族代表候補者を７月上旬までに選定し

東京都教職員互助会に推挙する任務を負う。
○各支部との連携を密に、功労会員、栄誉会員、長寿会員の正確な把握に努め、総会時の名簿に掲載する責任を負う。
○新年会及び総会後に実施される懇親会の企画、推進の任を負う。
○年金、高齢者医療、介護等の福利厚生に関する情報提供に資する。
○その他、部に関する事項。

（５）生涯学習部
○各支部の生涯学習活動に関する情報収集に努め、年２回の魅力ある会員研修会を企画、運営すると共に、会員のニーズ

に応える研修活動の創意工夫をする。
○年２回のクラブ委員長会を運営し、活動状況、クラブ会員の把握等に努め、創意工夫して各クラブ活動の活性化に努める。
○各支部及び居住する地域で活躍する会員の情報を集め、会報誌等への掲載に尽力する。

（６）業務推進本部
○会員増強推進プロジェクト・チームの運営・調整に当たる。
○会員増強に関する情報の収集・業務・管理を担当する。
○５団体の現職校長会及び支部長会等との会員増強に関する情報提供及び連携の任に係る。
○その他、会員増強に関する事項。

（７）委員会関係等
①　「会員増強推進プロジェクト・チーム」

○会則等の周知と会則等の一部改正の素案作りの任に当たる。
○校種別の現職園長・校長会との関係強化の任に当たり、本部との連絡・調整の業務を行う。
○会員増強の推進に関する情報収集の任に当たり、効果的な方策の立案に資すると共に本部業務を補完する。
○委員会関係の業務及び任務等については、別途定める。

（８）教育関係機関・団体との連携
○東京都教育委員会との懇談会を開催し、教育課題に応える教育支援を推進する。
○東京都国公立幼稚園・子ども園長会、公立校長会５団体との教育懇談会等を開催し、各校種間の校長会との連携強化に

努める。
○全国連合退職校長会との連携強化に努めるとともに、１都９県の関東甲信越地区退職校長会との情報交換を密にし、資

料提供及び連携強化に努める。

◇支部長（１０名）
　小林　由衛（世田谷）
　大崎美代子（北）
　戸叶　恒夫（荒川）
　内匠　英夫（練馬）
　奥村　信吾（江戸川）
　榛葉　邦男（八王子）
　阿久津州美男（北多摩北）
　鎌田　敏雄（北多摩中）
　広瀬　忠雄（府中）
　藤木　三五（千葉西）

◇理事（４名）
　会計部　　米本　雅子（荒川）
　会計部　　鵜殿　輝夫（埼玉県）
　生涯学習　源原　重行（八王子）
　福利厚生　阿部　好三（埼玉県）

◇クラブ委員長（３名）
　ソフト　　吉田　一夫（目黒）
　釣り　　　藤本　美男（日南）
　短歌　　　根岸美智子（北）
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令和元年度　東京都退職校長会　　一般会計決算書
1　収入総額　10,740,762 円　　2　支出総額　10,524,850 円　　3　差引残額　215,912 円

単位＝円　△収入は予算より減、支出は予算より増
収　入　の　部

款 項 目 元年度予算額 元年度決算額 増　減 摘　要
年 度 会 費 7,113,000 6,360,700 △ 752,300 2,500 円× 2,537 名、1300 円× 14 名
繰 越 金 155,609 155,609 0
雑 収 入 700,000 524,453 △ 175,547 利子、祝金、広告掲載料等
積 立 基 本 金 2,500,000 3,700,000 1,200,000 特別会計積立基本金より
合 計 10,468,609 10,740,762 272,153

支　出　の　部
款 項　目 元年度予算額 元年度決算額 増　　減 摘　　要

会 議 費 490,000 437,650 52,350
総 会 費 420,000 419,162 838 総会に関する諸費（会議費、記念品費、発送費等）
役 員 会 費 50,000 18,488 31,512 都公立一覧、監査会・五団体懇・支部長会・理事会茶代等
部 会 費 10,000 0 10,000 各部の会合・資料・印刷・通信費等
各 種 委 員 会 費 10,000 0 10,000 各種委員会資料印刷・通信費等

事 業 費 3,385,000 3,410,629 △ 25,629
会員名簿発行費 20,000 166,572 △ 146,572 会員名簿作成・発送費・通信費等
会 報 発 行 費 950,000 1,041,783 △ 91,783 会報 204 ～ 207 号印刷・発送費等
生 涯 学 習 費 50,000 20,550 29,450 会員研修会会場費・講師謝金等
慶 弔 費 750,000 685,000 65,000 香料
渉 外 費 30,000 0 30,000 他機関との交渉、現職校長会連絡費、懇談会会

場費等
ク ラ ブ 補 助 費 80,000 78,700 1,300 クラブ事業の助成費
教 育 支 援 費 50,000 45,000 5,000 研修会諸経費等
会 員 増 強 費 50,000 49,446 554 新会員入会に関する通信費等
Ｈ Ｐ 運 営 費 270,000 223,437 46,563 ＨＰ維持費等
支部活動助成費 920,000 875,141 44,859 支部助成・振替料等
支 部 活 動 祝 金 200,000 225,000 △ 25,000 支部総会・周年行事等の祝金等
島 嶼 活 動 助 成 15,000 0 15,000 支部長会交通費一部負担

事 務 費 3,745,000 4,016,561 △ 271,561
事 務 用 品 費 75,000 91,603 △ 16,603 事務用品、消耗品等
備 品 費 10,000 157,500 △ 147,500 事務機器等
事 務 員 行 動 費 1,080,000 910,000 170,000 本部事務員行動費、資料作成費等
事 務 所 費 1,900,000 1,946,433 △ 46,433 事務所借料、光熱費、電話料等
印 刷 費 90,000 132,749 △ 42,749 資料文書等印刷費、コピー代等
コ ピ ー 機 費 500,000 647,727 △ 147,727 コピー機・印刷機リース代等
通 信 費 90,000 130,549 △ 40,549 事務局の通信連絡用諸費

交 通 費 1,400,000 1,505,010 △ 105,010 役員会・部会・事務局等の交通実費等
全連退　分担金 1,080,000 1,080,000 0 全連退会費 400 円× 2,700 名分納入
運営資金積立金 20,000 20,000 0 周年事業積立
会員名簿積立金 10,000 10,000 0 会員名簿発行積立
諸 費 60,000 45,000 15,000 全連退関ブロ大会費等
雑 費 10,000 0 10,000 諸雑費
予 備 費 268,609 0 268,609 予備費
合 計 10,468,609 10,524,850 △ 56,241

令和元年度　特別会計　決算書
1．運営資金積立金 2．会員名簿積立金

収　　入 支　　出 収　　入 支　　出
運営資金積立金 1,785,851 会員名簿積立金 77,544
本年度積立金 20,000 本年度積立金 10,000
利息 14 利息 0

計 1,805,865 計 0 計 87,544 計 0
次年度繰越金 1,805,865 次年度繰越金 87,544

3．積立基本金
収　　入 支　　出

前年度繰越金 25,978,782 一般会計へ 2,500,000
寄付金（都民互助会） 1,647,250 一般会計へ補充 1,200,000
利息 2,640

計 27,628,672 計 3,700,000
次年度繰越金 23,928,672

令和元年度 特別会計 決算書
1．運営資金積立金 ③

収　入 支　出
運営資金積立金 1,785,851
本年度積立金 20,000
利息 14
計 1,805,865 計 0

次年度繰越金 1,805,865

3．積立基本金 ②
収　入 支　出

前年度繰越金 25,978,782 一般会計へ 2,500,000
寄付金

（都民互助会） 1,647,250 一般会計へ補充 1,200,000

利息 3,257
計 27,629,289 計 3,700,000

次年度繰越金 23,929,289

2．会員名簿積立金 ④
収　入 支　出

会員名簿積立金 77,544
本年度積立金 10,000
利息 2
計 87,546 計 0

次年度繰越金 87,546

運営資金積立金 1,785,851    会員名簿積立金 77,544       
本年度積立金 20,000        本年度積立金 10,000       
利息 14             利息 2              
計 1,805,865    計 0 計 87,546       計 -              

次年度繰越金 1,805,865   次年度繰越金 87,546       

前年度繰越金 25,978,782  一般会計へ 2,500,000   
寄付金 1,647,250    一般会計へ補充 1,200,000   
（都民互助会）
利息 3,257         

計 27,629,289  計 3,700,000   
次年度繰越金 23,929,289 

　　　　　　　　　　　

　諸帳簿、証書等、関係資料と対照監査したところ、適正且つ正確に処理されていることを確認しました。

           　　　　　　　　　　令和元年度　特別会計　　決算書

収　入 支　出

3．積立基本金　②
収　入 支　出

2．会員名簿積立金　④

令和2年4月1日

１．運営資金積立金 ➂
収　入 支　出

 東京都退職校長会　会長　多田　丈夫 ㊞　　　　会計担当部長　小久保　正己 ㊞

　　　　　　　　　　　　　　　　　佐治　恒孝　㊞　　　　　　　前田　　烈　㊞

監事・氏名・印

令和2年4月15日

運営資金積立金 1,785,851    会員名簿積立金 77,544       
本年度積立金 20,000        本年度積立金 10,000       
利息 14             利息 2              
計 1,805,865    計 0 計 87,546       計 -              

次年度繰越金 1,805,865   次年度繰越金 87,546       

前年度繰越金 25,978,782  一般会計へ 2,500,000   
寄付金 1,647,250    一般会計へ補充 1,200,000   
（都民互助会）
利息 3,257         

計 27,629,289  計 3,700,000   
次年度繰越金 23,929,289 

　　　　　　　　　　　

　諸帳簿、証書等、関係資料と対照監査したところ、適正且つ正確に処理されていることを確認しました。

           　　　　　　　　　　令和元年度　特別会計　　決算書

収　入 支　出

3．積立基本金　②
収　入 支　出

2．会員名簿積立金　④

令和2年4月1日

１．運営資金積立金 ➂
収　入 支　出

 東京都退職校長会　会長　多田　丈夫 ㊞　　　　会計担当部長　小久保　正己 ㊞

　　　　　　　　　　　　　　　　　佐治　恒孝　㊞　　　　　　　前田　　烈　㊞

監事・氏名・印

令和2年4月15日
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令和元年度 特別会計 決算書
1．運営資金積立金 ③

収　入 支　出
運営資金積立金 1,785,851
本年度積立金 20,000
利息 14
計 1,805,865 計 0

次年度繰越金 1,805,865

3．積立基本金 ②
収　入 支　出

前年度繰越金 25,978,782 一般会計へ 2,500,000
寄付金

（都民互助会） 1,647,250 一般会計へ補充 1,200,000

利息 3,257
計 27,629,289 計 3,700,000

次年度繰越金 23,929,289

2．会員名簿積立金 ④
収　入 支　出

会員名簿積立金 77,544
本年度積立金 10,000
利息 2
計 87,546 計 0

次年度繰越金 87,546

運営資金積立金 1,785,851    会員名簿積立金 77,544       
本年度積立金 20,000        本年度積立金 10,000       
利息 14             利息 2              
計 1,805,865    計 0 計 87,546       計 -              

次年度繰越金 1,805,865   次年度繰越金 87,546       

前年度繰越金 25,978,782  一般会計へ 2,500,000   
寄付金 1,647,250    一般会計へ補充 1,200,000   
（都民互助会）
利息 3,257         

計 27,629,289  計 3,700,000   
次年度繰越金 23,929,289 

　　　　　　　　　　　

　諸帳簿、証書等、関係資料と対照監査したところ、適正且つ正確に処理されていることを確認しました。

           　　　　　　　　　　令和元年度　特別会計　　決算書

収　入 支　出

3．積立基本金　②
収　入 支　出

2．会員名簿積立金　④

令和2年4月1日

１．運営資金積立金 ➂
収　入 支　出

 東京都退職校長会　会長　多田　丈夫 ㊞　　　　会計担当部長　小久保　正己 ㊞

　　　　　　　　　　　　　　　　　佐治　恒孝　㊞　　　　　　　前田　　烈　㊞

監事・氏名・印

令和2年4月15日

運営資金積立金 1,785,851    会員名簿積立金 77,544       
本年度積立金 20,000        本年度積立金 10,000       
利息 14             利息 2              
計 1,805,865    計 0 計 87,546       計 -              

次年度繰越金 1,805,865   次年度繰越金 87,546       

前年度繰越金 25,978,782  一般会計へ 2,500,000   
寄付金 1,647,250    一般会計へ補充 1,200,000   
（都民互助会）
利息 3,257         

計 27,629,289  計 3,700,000   
次年度繰越金 23,929,289 

　　　　　　　　　　　

　諸帳簿、証書等、関係資料と対照監査したところ、適正且つ正確に処理されていることを確認しました。

           　　　　　　　　　　令和元年度　特別会計　　決算書

収　入 支　出

3．積立基本金　②
収　入 支　出

2．会員名簿積立金　④

令和2年4月1日

１．運営資金積立金 ➂
収　入 支　出

 東京都退職校長会　会長　多田　丈夫 ㊞　　　　会計担当部長　小久保　正己 ㊞

　　　　　　　　　　　　　　　　　佐治　恒孝　㊞　　　　　　　前田　　烈　㊞

監事・氏名・印

令和2年4月15日
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第209号 東京都退職校長会会報 令和2年11月20日

― 7 ―

令和 2 年度　東京都退職校長会　一般会計　予算書
1　収入総額　8,906,612 円　　2　支出総額　8,906,612 円　　3　差引残額　0 円

単位＝円　△令和元年度より減　
収　入　の　部

款 項 目 令和 2 年度予算額 令和元年度予算額 増　　減 摘　　要
年 度 会 費 6,360,700 7,113,000 △ 752,300 2,500 円× 2,537 名　1,300 円× 14 名
繰 越 金 215,912 155,609 60,303
雑 収 入 630,000 700,000 △ 70,000 利子、祝金、広告掲載料等
積 立 基 本 金 1,700,000 2,500,000 △ 800,000
合 計 8,906,612 10,468,609 △ 1,561,997

支　出　の　部
款 項　　目 令和 2 年度予算額 令和元年度予算額 増　　減 摘　　要

会 議 費 440,000 490,000 △ 50,000
総 会 費 400,000 420,000 △ 20,000 総会に関する諸費（会場費、記念品費、発

送費等）
役 員 会 費 20,000 50,000 △ 30,000 都公立一覧（黒手帳）・監査会・五団体懇・

全連退懇・理事会茶代等
部 会 費 10,000 10,000 0 各部の会合・資料・印刷・通信費
各種委員会費 10,000 10,000 0 各種委員会資料作成・通信費等

事 業 費 3,065,000 3,385,000 △ 320,000
会員名簿発行費 20,000 20,000 0 会員名簿作成、発送費、通信費等
会 報 発 行 費 800,000 950,000 △ 150,000 会報 208 ～ 211 号印刷・発送費、その

他
生 涯 学 習 費 30,000 50,000 △ 20,000 会員研修会会場費等、講師謝金
慶 弔 費 750,000 750,000 0 香料
渉 外 費 20,000 30,000 △ 10,000 他機関との交渉、現職校長会連絡費、懇

談会会場費等
クラブ補助費 80,000 80,000 0 クラブ事業の助成費
教 育 支 援 費 10,000 50,000 △ 40,000 案内状作成・発送費、資料作成費等
会 員 増 強 費 100,000 50,000 50,000 新会員入会に関する通信費、現職校長へ

の会報配布
Ｈ Ｐ 運 営 費 170,000 270,000 △ 100,000 ＨＰ維持費等
支部活動助成費 870,000 920,000 △ 50,000 支部助成、振替料等
支部活動祝金 200,000 200,000 0 支部総会・周年行事等の祝金
島嶼活動助成 15,000 15,000 0 支部長会交通費一部負担

事 務 費 3,505,000 3,745,000 △ 240,000
事 務 用 品 費 75,000 75,000 0 事務用品、消耗品等
備 品 費 10,000 10,000 0 事務機器等
事務員行動費 840,000 1,080,000 △ 240,000 本部事務員行動費、事務補助員行動費
事 務 所 費 1,900,000 1,900,000 0 事務所借料、光熱費，電話料等
印 刷 費 90,000 90,000 0 資料文書等印刷費、コピー代、印刷機保

守契約費用等
コ ピ ー 機 費 500,000 500,000 0 コピー機リース代等
通 信 費 90,000 90,000 0 通信連絡用諸費

交 通 費 700,000 1,400,000 △ 700,000 役員会・部会・事務局等の交通実費半額
全連退　分担金 1,000,000 1,080,000 △ 80,000 全連退会費　2,500 名分
運営資金積立金 20,000 20,000 0 周年事業積立
会員名簿積立金 10,000 10,000 0 会員名簿発行積立
諸 費 45,000 60,000 △ 15,000 全連退関ブロ大会（栃木）参加費等
雑 費 10,000 10,000 0 諸雑費
予 備 費 111,612 268,609 △ 156,997
合 計 8,906,612 10,468,609 △ 1,561,997

令和 2 年度　特別会計　予算書
1　運営資金積立金 2　会員名簿積立金

収　　入 支　　出 収　　入 支　　出
繰越金 1,805,865 繰越金 87,544
一般会計より繰入 20,000 一般会計より繰入 10,000
利息 100 計 0 利息 100 計 0

計 1,825,965 次年度繰越 1,825,965 計 97,644 次年度繰越金 97,644
3　積立基本金

収　　入 支　　出
前年度繰越金 23,928,672 一般会計へ 1,700,000
寄付金
（都民互助会） 1,500,000
利息 4,000 計 1,700,000

計 25,432,672 次年度繰越金 23,732,672

令和２年度 東京都退職校長会 一般会計予算書（案）
（自令和 2 年 4 月 1 日～至令和 3 年 3 月 31 日）

第４号議案

1　収入総額　　　　8,906,612 円
2　支出総額　　　　8,906,612 円
3　差引残額　　　　 0 円

単位＝円　△令和元年度より減

収　入　の　部

款 項 目 令和 2 年度
予算額

令和元年度
予算額 増　　減 摘　　要

年 度 会 費 6,360,700 7,113,000 △ 752,300 2,500 円×2,537 名　1,300 円×14 名
繰 越 金 215,912 155,609 60,303
雑 収 入 630,000 700,000 △ 70,000 利子、祝金、広告掲載料等
積 立 基 本 金 1,700,000 2,500,000 △ 800,000
合 計 8,906,612 10,468,609 △ 1,561,997

令和 2 年 4 月 1 日
東京都退職校長会　会　　　　長　多田　丈夫

会計担当部長　小久保正己

支　出　の　部

款 項 目 令和 2 年度
予算額

令和元年度
予算額 増　　減 摘　　要

会 議 費 440,000 490,000 △ 50,000
総 会 費 400,000 420,000 △ 20,000 総会に関する諸費（会場費、記念品費、発送費等）
役 員 会 費 20,000 50,000 △ 30,000 都公立一覧（黒手帳）・監査会・五団体懇・全連退懇・理事会茶代等
部 会 費 10,000 10,000 0 各部の会合・資料・印刷・通信費
各種委員会費 10,000 10,000 0 各種委員会資料作成・通信費等

事 業 費 3,065,000 3,385,000 △ 320,000
会員名簿発行費 20,000 20,000 0 会員名簿作成、発送費、通信費等
会 報 発 行 費 800,000 950,000 △ 150,000 会報 208 ～ 211 号印刷・発送費、その他
生 涯 学 習 費 30,000 50,000 △ 20,000 会員研修会会場費等、講師謝金
慶 弔 費 750,000 750,000 0 香料
渉 外 費 20,000 30,000 △ 10,000 他機関との交渉、現職校長会連絡費、懇談会会場費等
クラブ補助費 80,000 80,000 0 クラブ事業の助成費
教 育 支 援 費 10,000 50,000 △ 40,000 案内状作成・発送費、資料作成費等
会 員 増 強 費 100,000 50,000 50,000 新会員入会に関する通信費、現職校長への会報配布
Ｈ Ｐ 運 営 費 170,000 270,000 △ 100,000 ＨＰ維持費等
支部活動助成費 870,000 920,000 △ 50,000 支部助成、振替料等
支部活動祝金 200,000 200,000 0 支部総会・周年行事等の祝金
島嶼活動助成 15,000 15,000 0 支部長会交通費一部負担

事 務 費 3,505,000 3,745,000 △ 240,000
事 務 用 品 費 75,000 75,000 0 事務用品、消耗品等
備 品 費 10,000 10,000 0 事務機器等
事務員行動費 840,000 1,080,000 △ 240,000 本部事務員行動費、事務補助員行動費
事 務 所 費 1,900,000 1,900,000 0 事務所借料、光熱費，電話料等
印 刷 費 90,000 90,000 0 資料文書等印刷費、コピー代、印刷機保守契約費用等
コ ピ ー 機 費 500,000 500,000 0 コピー機リース代等
通 信 費 90,000 90,000 0 通信連絡用諸費

交 通 費 700,000 1,400,000 △ 700,000 役員会・部会・事務局等の交通実費半額
全連退　分担金 1,000,000 1,080,000 △ 80,000 全連退会費　2,500 名分
運営資金積立金 20,000 20,000 0 周年事業積立
会員名簿積立金 10,000 10,000 0 会員名簿発行積立
諸 費 45,000 60,000 △ 15,000 全連退関ブロ大会（栃木）参加費等
雑 費 10,000 10,000 0 諸雑費
予 備 費 111,612 268,609 △ 156,997
合 計 8,906,612 10,468,609 △ 1,561,997

令和２年度 特別会計予算書（案）
1　運営資金積立金

収　入 支　出
繰越金 1,805,937
一般会計より繰入 20,000
利息 100 計 0
計 1,826,037 次年度繰越金 1,826,037

3　積立基本金
収　入 支　出

前年度繰越金 23,929,289 一般会計へ 1,700,000
寄付金

（都民互助会） 1,500,000

利息 4,000 計 1,700,000
計 25,433,289 次年度繰越金 23,733,289

2　会員名簿積立金
収　入 支　出

繰越金 87,642
一般会計より繰入 10,000
利息 100 計 0
計 97,742 次年度繰越金 97,742

―  9  ― ―  10  ―
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百五歳　　1 名　　大正 4 年 4 月 2 日～大正 5 年 4 月 1 日出生
　　　　　　　　守屋　章雄（町田）
百四歳　　1 名　　大正 5 年 4 月 2 日～大正 6 年 4 月 1 日出生
　　　　　　　　望月　英子（神奈川県）
百三歳　　1 名　　大正 6 年 4 月 2 日～大正 7 年 4 月 1 日出生
　　　　　　　　須山　道徳（神奈川県）
百一歳　　1 名　　大正 8 年 4 月 2 日～大正 9 年 4 月 1 日出生
　　　　　　　　内藤　秀邦（北）
百歳　　　4 名　　大正 9 年 4 月 2 日～大正 10 年 4 月 1 日出生
　　　　　　　　大坂　　泰（板橋）　　　長門　郡司（千葉中）
　　　　　　　　中里富美雄（埼玉県）　　三橋　竹蔵（神奈川県）
白寿　　　2 名　　大正 10 年 4 月 2 日～大正 11 年 4 月 1 日出生
　　　　　　　　荒木　昌善（江戸川）　　西山　　勝（町田）

（敬称略）　　　祝　ご長寿

鳥居　彦之（新宿）
岡田　和雄（目黒）
星野　俊男（杉並）
内田千賀子（北）
藤牧　理市（練馬）
上原　満枝（練馬）
清　みど里（練馬）
中西　　朗（八王子）
杉山　浩一（町田）
滝澤　　順（北・北）
内田　　修（北・中）
中村　公哉（調布）
坂上　洋之（西多摩）
坂　　榮治（千葉中）
松田　孝史（千葉西）
内山　俊三（埼玉県）
沼田　　浩（埼玉県）
岡田　　明（神奈川県）
山村　　平（神奈川県）
清水　文朗（地方）

古川　絢子（江東）
菊地　洋二（世田谷）
西川　照男（杉並）
青木　愛子（板橋）
加藤　一夫（練馬）
根本　　強（練馬）
山口千鶴子（練馬）
福田　文夫（八王子）
佐久間　潔（日南）
笹野　守夫（北・北）
河西　　労（北・中）
佐藤　安正（狛江）
宿谷　清治（西多摩）
中村　靜夫（千葉中）
岩城　俊一（千葉北）
村川　昭博（埼玉県）
渋谷　　安（埼玉県）
大石　良樹（神奈川県）
松本　三郎（神奈川県）
長坂　幸夫（地方）

浦部　俊久（江東）
丸木　一磨（渋谷）
山口　和久（杉並）
石田　泰照（板橋）
加藤　良子（練馬）
和田　　弘（練馬）
西田　　達（足立）
大山　　泰（八王子）
古川　耕一（日南）
石崎　章生（北・北）
齋藤　　岳（府中）
井上　　孝（狛江）
福島　敏郎（西多摩）
齋藤　邦衛（千葉中）
渡邊　貞夫（千葉北）
豊原　宏之（埼玉県）
佐々木一麿（埼玉県）
小川　泰三（神奈川県）
辻　　敏夫（神奈川県）
入戸野邦義（地方）

都築　秀行（品川）
松本　英之（渋谷）
久保庭健吉（豊島）
秋間　　政（板橋）
河口　正治（練馬）
齋藤　　喩（練馬）
佐久間寛次（葛飾）
酒井　晴永（八王子）
阿部　忠志（日南）
半田　　登（北・中）
小出　　浩（府中）
鶴巻　　武（北・西）
小林　司朗（西多摩）
進藤　　猛（千葉西）
亀井　　亮（埼玉県）
高橋　典英（埼玉県）
冨野井輝昭（埼玉県）
奥脇　弘久（神奈川県）
植松　岩夫（神奈川県）

原　　克己（品川）
緒方　良子（中野）
山田　英子（豊島）
坂入　秀夫（板橋）
千葉　久雄（練馬）
立谷　博美（練馬）
伊藤　　明（葛飾）
蓮沼　孝雄（八王子）
五所　愛子（武・三）
羽賀　　弘（北・中）
齋藤　　喬（調布）
木下　　守（西多摩）
森田平太朗（西多摩）
板井　啓修（千葉西）
窪田　正視（埼玉県）
桔梗　信安（埼玉県）
織井　道雄（神奈川県）
藤原　節子（神奈川県）
金井二三男（神奈川県）

米寿　　 98 名　　昭和 7 年 4 月 2 日～昭和 8 年 4 月 1 日出生

原　妃裟子（新宿）
永野　建夫（江東）
箕輪　文江（世田谷）
鈴木　一男（中野）
沼田　八郎（葛飾）
辻野　良子（八王子）
平向　邦江（日南）
舩田　信昭（武・三）
河野　紀之（北・中）
若月　晢弘（西多摩）
市川　孝夫（西多摩）
鈴木百合子（西多摩）
宮崎　節子（千葉西）
川和　誠一（千葉北）
成家　亘宏（埼玉県）
西村　佐二（地方）

蛭間　壽則（新宿）
森　俊一郎（江東）
勝村　静子（世田谷）
阿部壽榮子（杉並）
袰岩　正子（葛飾）
山口　裕治（八王子）
三輪　壽彦（日南）
福田　晴美（武・三）
田中　映子（狛江）
小野　具彦（西多摩）
角野　征大（西多摩）
矢口　雅章（千葉南）
富田　鎮雄（千葉西）
森山　裕夫（埼玉県）
三原　一浩（埼玉県）

藤田　慶三（台東）
佐々木道子（目黒）
高橋　明嗣（世田谷）
原田　　昭（杉並）
面田　博子（葛飾）
梅原　照二（八王子）
帆足　文宏（日南）
小畑　敦男（北・北）
田尻　　誠（北・西）
東　　義明（西多摩）
鈴木　保一（西多摩）
大金　蓉子（千葉中）
土屋　十二（千葉西）
梅澤　郁子（埼玉県）
崎濱　秀一（神奈川県）

横井　利男（墨田）
吉田　邦彦（世田谷）
松山　武士（世田谷）
添田　禮子（練馬）
金本日出夫（江戸川）
伊東　公章（町田）
清水　昭男（日南）
中山　悦夫（北・北）
田吉　國子（北・西）
久保田　登（西多摩）
大澤　眞人（西多摩）
富永　泰子（千葉西）
齊藤　德藏（千葉西）
荒木喜久子（埼玉県）
塚田　　亮（神奈川県）

宮崎　和敏（江東）
鈴木　博子（世田谷）
高島　信義（中野）
伊藤　誠一（足立）
宮城島勝史（江戸川）
紺野　美夫（町田）
入田　康可（日南）
関　　隆光（北・中）
大内　篤（北・西）
髙橋　　渥（西多摩）
生田　怜明（西多摩）
阿部　英幸（千葉西）
西嶋久美子（千葉北）
落合　　勇（埼玉県）
寺門　義雄（神奈川県）

喜寿　　76 名　　  昭和 18 年 4 月 2 日～昭和 19 年 4 月 1 日出生
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千 代 田・ 中 央 岩谷　榮子
港 野々山　毅

新 宿 佐藤　正吉
文 京 小林　　博
台 東 老川　秀夫
墨 田 小菅　和子
江 東 高橋　利夫
品 川 名倉　俊一
目 黒 髙橋　　毅
大 田 小田部規矩男
世 田 谷 鮎川　澄子
渋 谷 大沼　　弘
中 野 緒方　良子
杉 並 井口　　茂

豊 島 野村　　清
北 土幸　壽子

荒 川 桜庭　清徳
板 橋 小林　和子
練 馬 齋藤　　喩
足 立 伊藤　誠一
葛 飾 沼田　八郎
江 戸 川 柴田　正幸
八 王 子 辻野　宗行
町 田 新保富二夫
日 南 馬場　　武
武 蔵 野 ･ 三 鷹 本郷　浩之
北 多 摩 北 小畑　敦男
北 多 摩 中 鹿田　克己

府 中 笠井　順一
調 布 鈴木　治子
狛 江 向井　　努

（代　行）
北 多 摩 西 東海林和衛
西 多 摩 村野　久子
大 島 村田　公充
三 宅 島 淺沼　　洋
千 葉 南 渡辺　　弘
千 葉 中 菅谷廉之助
千 葉 西 齋藤　二郎
千 葉 北 西嶋　新吉
埼 玉 県 森山　裕夫
神 奈 川 県 安藤　正明

支部長

令和2年度　本部役員
会　長　　　多田　丈夫（八王子）
副会長　　　宇津木順一（西多摩）
　　　　　　　総務部担当
　　　　　　藤崎　武利（千葉南）
　　　　　　　生涯学習担当
　　　　　　梅津　通郎（武蔵野・三鷹）
　　　　　　　広報部担当
　　　　　　伊地　敦子（北多摩北）
　　　　　　　企画調整部担当
　　　　　　守屋　龍男（北多摩西）
　　　　　　　福利厚生部担当　部長兼任
　　　　　　桐谷　澄男（千葉南）
　　　　　　　業務推進本部担当　会員増強推進プロジェクト・チーム所管

総務部　庶務部長　　鈴木　一徳（北多摩西）
　　　　会計部長　　小久保正己（埼玉県）
広報部長　　　　　　⻆田美枝子（品川）
生涯学習部長　　　　齊藤　德藏（千葉西）
企画調整部長　　　　高橋　利夫（江東）

事務局長　　　　　　山口　恒人（練馬）

監事　　　　　　　　前田　　烈（千葉中）
　　　　　　　　　　佐治　恒孝（神奈川県）

＊顧問・参与はお手元の会員名簿をご参照ください。

★コロナの影響により金曜の夜間診療は令和２年１０月１日現在、休診中
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栄えのご受章お祝い申し上げます　（敬称略）

令和2年　春の叙勲受章会員

瑞宝小綬章（4 名）
中山　貞夫（練馬）
壷内　　明（葛飾）
伊集院兼宏（神奈川県）
三木　敦夫（神奈川県）

瑞宝双光章（8 名）
阪田　博之（世田谷）
森田　信義（江戸川）
肥田　浩一（武蔵野三鷹）
小野寺時男（北多摩北）
小須田昭八（北多摩中）
齋藤　　喬（調布）
瀧上　泰男（埼玉県）
萩原　信一（埼玉県）

令和 2年　高齢者叙勲受章会員
栄えのご受章お祝い申し上げます　（敬称略）

（令和２年４月６日以降　10 月 1 日までに
本部に届けがあった方々）

瑞宝双光章（6 名）
緒方　良子（中野）
久保庭健吉（豊島）
粂　　幸子（板橋）

阿部　忠志（日南）
山口　育朗（調布）
翠川　好道（西多摩）

＜本会のメリットとは！＞　
	 （6回シリーズの第1回）

会員増強推進プロジェクト・チーム
着陸そしてソフトランディングへ

～長いこれからの人生をのびのびと～
　エンジン全開、生徒や教職員の安心・安
全を担保し、先進的な教育活動の展開を図
るための学校経営に心血を注いできた毎日。
視界良好の日もあれば、暗黒渦巻く乱気流
にもまれた時もあった。
　我が職務を全うし無事着陸したが、これ
からの我が人生の滑走路をどのように進も
うか安堵感と虚脱感が交錯する中、先輩か
ら「急停止は心身の不健康、同業経験者と
和やかに過ごすことが健康長寿の秘訣」と
誘われ本会に入会した。
　入会当初は何か居心地悪く堅苦しい思い
であったが、だんだんに馴染んできて、今
は先輩後輩隔てなく趣味の会や懇親会での
びのびと楽しく活動している。お陰で生活
の張りもある。（平成 25 年入会　H.Y 氏）
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八
月
予
定
の
五
団
体
と
の
教
育
懇

談
会
が
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
中
止
を
余

儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
が
現
場
の
声
を

心
待
ち
に
す
る
本
会
の
会
員
諸
氏
の

期
待
に
応
え
る
べ
く
各
会
長
の
皆
様

に
懇
談
会
に
代
わ
る
声
の
特
別
寄
稿

を
お
願
い
し
ま
し
た
。

■
幼
稚
園
・
こ
ど
も
園

　

東
京
都
国
公
立
幼
稚
園
・
こ
ど
も

園
長
会　
　
　

会
長　

粂
原　

淳
子

〇
設
立
70
周
年
を
迎
え
て

　

少
子
化
や
共
働
き
家
庭
の
増
加
、

さ
ら
に
昨
年
度
ス
タ
ー
ト
し
た
幼
児

教
育
・
保
育
の
無
償
化
も
相
ま
っ

て
、
公
立
幼
稚
園
の
園
児
数
は
激
減

し
、
今
、
非
常
に
危
機
的
な
状
況
を

迎
え
て
い
ま
す
。
2
歳
児
保
育
等
の

ニ
ー
ズ
も
あ
る
中
で
、
3
歳
児
保
育

は
24
区
市
中
11
区
市
で
実
施
さ
れ
て

お
ら
ず
、
社
会
の
状
況
に
合
っ
て
い

な
い
実
情
が
あ
り
ま
す
。
都
園
長
会

は
今
年
度
設
立
70
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
式
典
等
を
行

う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
幼
児
教
育
の
充
実
・
質
の

向
上
に
貢
献
し
て
い
く
使
命
を
果
た

す
べ
く
、
組
織
の
結
束
を
よ
り
一
層

強
く
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
5
月

に
文
部
科
学
省
か
ら
出
さ
れ
た
「
幼

児
教
育
の
質
の
向
上（
中
間
報
告
）」

に
お
い
て
も
、
公
立
幼
の
知
見
を
活

か
し
た
教
育
へ
の
貢
献
や
今
後
の
役

割
へ
の
期
待
が
明
記
さ
れ
る
な
ど
、

こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
公
立
幼
稚
園
・

こ
ど
も
園
の
存
在
は
重
要
と
な
り
ま

す
。
ど
う
か
、
東
京
都
退
職
校
長
会

に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
国
公
立
幼
稚

園
・
こ
ど
も
園
に
、
力
強
い
ご
支
援

の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

■
小
学
校

　

東
京
都
公
立
小
学
校
長
会

会
長　

喜
名　

朝
博

○
新
し
い
学
校
を
創
る

　

休
業
期
間
を
取
り
戻
す
た
め
に
短

縮
と
な
っ
た
今
年
の
夏
休
み
、
水
泳

指
導
や
夏
季
施
設
も
な
く
、
ま
さ
に

特
別
な
夏
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で

も
子
ど
も
た
ち
は
元
気
に
登
校
し
て

い
ま
す
。
マ
ス
ク
着
用
と
手
洗
い
の

励
行
、
三
密
回
避
と
い
っ
た
新
し
い

生
活
様
式
に
も
慣
れ
、
そ
の
順
応
性

の
高
さ
は
子
ど
も
な
ら
で
は
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
の
「
学
校

の
新
し
い
生
活
様
式
」
は
、
小
学
校

が
大
切
に
し
て
き
た
、
子
ど
も
た
ち

が
頭
を
寄
せ
合
い
、
わ
い
わ
い
と
話

し
合
い
交
流
し
な
が
ら
学
び
合
う
こ

と
を
許
し
ま
せ
ん
。
同
様
に
、
他
者

と
関
わ
る
こ
と
が
中
心
と
な
る
特
別

活
動
に
も
制
限
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

人
と
関
わ
る
こ
と
を
通
し
て
学
ぶ

こ
と
は
、
単
に
知
識
・
技
能
の
定
着

だ
け
で
な
く
、
人
間
関
係
構
築
力
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
と
い
っ

た
非
認
知
能
力
を
身
に
つ
け
る
場
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
当

た
り
前
が
通
用
し
な
く
な
っ
た
今
、

我
々
校
長
は
、
新
し
い
発
想
で
こ
の

解
決
策
を
見
出
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
の
新

し
い
学
校
を
創
造
す
る
こ
と
で
あ
り
、

校
長
の
力
量
が
問
わ
れ
る
場
面
で
あ

る
と
自
覚
し
て
い
ま
す
。
東
京
都
退

職
校
長
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
是
非
と
も
我
々
校
長
へ
の
ご
指

導
ご
助
言
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

■
中
学
校
　

　

東
京
都
中
学
校
長
会

会
長　

花
田　

茂

〇
ご
挨
拶

　

令
和
2
年
度
、
学
校
は
年
度
当
初

か
ら
臨
時
休
業
と
な
る
な
ど
、
波
乱

の
幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
。
例
年
行

わ
れ
て
い
る
東
京
都
中
学
校
長
会
定

期
総
会
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
た
ウ
ェ
ブ
総
会
と
し
て
実
施
し
、

他
の
会
合
等
も
中
止
せ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
の
中
、
異
例
ず
く
め
の
も
の

と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
も
、
ま
だ
予
断

を
許
し
ま
せ
ん
が
6
月
よ
り
学
校
が

再
開
で
き
、
子
供
達
の
元
気
な
姿
を

見
て
、
安
堵
の
気
持
ち
を
持
つ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
危
機
に
際
し
て
、
改

め
て
学
校
と
い
う
職
場
の
日
々
の
業

務
を
振
り
返
る
と
、
整
理
し
て
効
率

的
に
進
め
ら
れ
る
も
の
も
多
く
あ
る

こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
当
た

り
前
だ
と
思
っ
て
い
た
こ
と
が
、
実

は
当
た
り
前
で
な
か
っ
た
よ
う
に
、

ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
て
い
く

発
想
の
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

　

今
回
の
東
京
都
退
職
校
長
会
教
育

懇
談
会
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
の
で
、

紙
面
を
お
借
り
し
て
貴
会
の
益
々
の

ご
発
展
を
祈
念
し
ま
し
て
、
改
め
て

ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

■
高
等
学
校

　

東
京
都
公
立
高
等
学
校
長
協
会

会
長　

野
村　

公
郎

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
下
で
の
学
校
経
営
課
題

　

新
年
度
、
始
業
式
は
実
施
し
た
も

の
の
翌
日
か
ら
臨
時
休
業
と
な
り
、

入
学
式
は
中
止
と
な
っ
た
。
そ
の
よ

う
な
中
、
東
京
都
公
立
高
等
学
校
長

協
会
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
取
り

組
ん
だ
学
校
経
営
支
援
の
内
容
に
つ

い
て
紹
介
す
る
。

①
校
長
の
要
望
事
項
を
ま
と
め
都
教

育
委
員
会
関
係
各
部
に
提
言
し
、

施
策
に
活
か
さ
れ
た
。

要
望
事
項
は
、
第
1
報
「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
に
関
わ

る
課
題
」、
第
2
報
「
教
員
の
自

令
和
二
年
度
　
園
・
学
校
現
場
の
声



第209号東京都退職校長会会報令和2年11月20日

― 12 ―

宅
勤
務
に
関
わ
る
現
状
と
課
題
」、

第
3
報
「
緊
急
事
態
宣
言
解
除
に

向
け
た
取
組
へ
の
課
題
」、
第
4

報
「
学
校
再
開
に
向
け
た
課
題
」、

第
5
報「
Ⅲ
期（
分
散
時
差
登
校
・

登
校
生
徒
割
合
1
／
2
、
1
日
6

時
間
程
度
授
業
、
週
3
～
4
日
登

校
）
の
課
題
」、
第
6
報
「
入
学

者
選
抜
に
お
け
る
課
題
」
と
6
事

項
に
わ
た
る
。

②
国
の
大
学
入
試
共
通
テ
ス
ト
の
実

施
時
期
等
に
つ
い
て
、
全
国
高
等

学
校
長
協
会
と
と
も
に
文
部
科
学

省
に
要
望
書
を
提
出
し
た
。

③
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
に
、

助
言
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
、
学
校
経
営
上
の
課
題

が
山
積
し
て
い
る
が
、
今
後
も
学
校

経
営
を
支
援
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
新

た
な
教
育
活
動
に
お
け
る
生
徒
の
健

全
育
成
に
寄
与
す
る
。

■
特
別
支
援
学
校

　

東
京
都
立
特
別
支
援
学
校
長
会

会
長　

伏
見　

明

〇
感
染
拡
大
防
止
に
向
け
た
強
い
思

い

　

東
京
都
退
職
校
長
会
会
員
各
位
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
、
特

別
支
援
教
育
の
推
進
に
御
理
解
と
御

支
援
を
頂
戴
し
、
心
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

現
在
、
都
立
特
別
支
援
学
校
は
、

他
の
公
立
学
校
と
同
様
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
、
例
年
と
違
う

日
常
を
送
っ
て
お
り
ま
す
。
た
だ
し
、

他
の
校
種
と
異
な
る
の
は
、
休
業
期

間
中
も
、
家
庭
で
過
ご
せ
な
い
幼

児
・
児
童
・
生
徒
に
対
し
、
日
中
の

居
場
所
の
提
供
を
学
校
が
行
っ
て
き

た
点
で
す
。

　

障
害
の
あ
る
幼
児
・
児
童
・
生
徒

の
多
く
は
、
身
辺
処
理
に
関
す
る
介

助
や
、
学
習
場
面
で
傍
ら
に
寄
り
添

い
、
手
を
添
え
る
こ
と
な
ど
を
必
要

と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
基
礎
疾
患

を
有
す
る
者
も
少
な
く
な
く
、
学
校

生
活
自
体
が
高
い
リ
ス
ク
を
伴
い
ま

す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
都
立
特
別
支
援

学
校
の
全
教
職
員
は
、
保
護
者
が
安

心
し
て
幼
児
・
児
童
・
生
徒
を
学
校

に
送
り
出
せ
る
よ
う
、
感
染
者
を
出

さ
な
い
。
万
が
一
の
場
合
で
も
感
染

を
拡
大
さ
せ
な
い
と
の
決
意
で
、
徹

底
し
た
衛
生
管
理
、
健
康
管
理
に
精

励
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
つ
き
ま
し

て
は
、
皆
様
の
な
お
一
層
の
御
理
解

と
御
支
援
を
頂
戴
で
き
れ
ば
と
願
っ

て
お
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
貴
会
の
さ
ら
な
る
御
盛

隆
を
祈
念
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
今

後
と
も
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

株式会社 東京都民互助会　R2.9.
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三
十
九
年
間
の
学
校
勤
務
に
今
年

度
末
で
別
れ
を
告
げ
ま
す
。
こ
れ
ま

で
た
く
さ
ん
の
先
輩
方
や
周
囲
の
教

職
員
の
方
々
に
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、

こ
こ
ま
で
仕
事
を
続
け
る
こ
と
が
で

き
大
変
感
謝
を
し
て
お
り
ま
す
。
そ

し
て
、
た
く
さ
ん
の
感
動
を
与
え
て

く
れ
た
子
供
た
ち
に
も
「
あ
り
が
と

う
」
と
い
う
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

最
後
の
一
年
と
な
る
今
年
度
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
り
教
育
活

動
が
大
き
な
影
響
を
受
け
、
中
止
や

縮
小
を
よ
ぎ
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
特

に
今
年
度
は
開
校
百
周
年
に
あ
た
り
、

早
め
に
準
備
を
進
め
て
い
た
だ
け
に

大
変
残
念
で
す
。
し
か
し
、
今
は
子

供
た
ち
や
教
職
員
へ
の
感
染
防
止
に

努
め
る
こ
と
が
、
何
よ
り
も
大
切
な

こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

で
き
な
い
こ
と
が
多
い
中
で
、
で

き
る
こ
と
を
精
一
杯
頑
張
り
、
役
目

を
終
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

新
入
会
員
の
声

　

昭
和
五
十
八
年
に
教
職
を
ス
タ
ー

ト
、
こ
の
三
月
に
定
年
を
迎
え
ま

し
た
。
江
東
区
で
採
用
後
、
江
戸

川
、
足
立
、
世
田
谷
と
異
動
し
、
杉

並
、
江
東
で
管
理
職
を
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
子
ど
も
の
笑
顔

を
や
り
甲
斐
に
頑
張
っ
た
三
十
七
年

間
、
多
く
の
先
生
方
、
保
護
者
・
地

域
の
方
々
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
出
会
い
、
支
え
て
く
だ
さ
っ
た

皆
様
と
の
ご
縁
は
、
私
の
財
産
で
す
。

　

入
会
に
あ
た
り
、
十
九
年
間
お
世

話
に
な
っ
た
江
東
区
の
先
輩
方
か
ら

温
か
い
お
言
葉
を
掛
け
て
い
た
だ
き
、

と
て
も
有
り
難
い
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
皆
様
と
の
ご
縁
を
大
切
に
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
は
、
再
任
用
校
長
と
し
て
勤

務
し
て
お
り
ま
す
。
子
ど
も
と
教
職

員
の
た
め
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
学
校

経
営
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

　

ご
指
導
の
程
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
平
成
二
十
二
年
に
定
年
を

迎
え
、
再
任
用
校
長
と
し
て
四
年
、

江
東
区
の
教
育
セ
ン
タ
ー
で
非
常
勤

と
し
て
七
年
勤
め
ま
し
た
。
年
季
の

入
っ
た
新
入
会
員
で
す
。
お
世
話
に

な
っ
た
先
輩
か
ら
の
お
誘
い
な
の
で
、

お
断
り
で
き
ま
せ
ん
。
恩
返
し
で
す
。

　

千
葉
に
転
居
し
、
姉
と
二
人
で
九

十
八
歳
の
母
の
介
護
を
し
て
い
ま
す
。

昼
間
は
姉
が
看
て
い
る
の
で
、
私
は

仕
事
に
出
ら
れ
ま
す
。
一
緒
に
い
る

幸
せ
を
味
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

休
日
は
月
一
回
程
度
で
、
主
人
が

経
営
し
て
い
る
熱
海
の
ペ
ン
シ
ョ
ン

の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
今
、

コ
ロ
ナ
禍
で
お
客
は
少
な
く
、
私
の

た
め
の
ペ
ン
シ
ョ
ン
の
よ
う
で
す
。

み
か
ん
畑
で
野
菜
を
育
て
て
い
る
の

も
楽
し
い
で
す
。
無
理
を
せ
ず
、
流

れ
の
ま
ま
生
き
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
今
ま
で
の
経
験
を

生
か
し
た
仕
事
が
で
き
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

昭
和
五
十
九
年

四
月
、
大
田
区
立

蓮
沼
中
学
校
が
ス

タ
ー
ト
で
し
た
。

三
十
六
年
間
の
教
職
生
活
で
、
五
年

間
だ
け
世
田
谷
区
に
、
三
十
一
年
間

は
大
田
区
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

私
は
生
ま
れ
も
育
ち
も
大
田
区
な
の

で
恩
返
し
の
気
持
ち
で
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
出
会
っ
た
教

え
子
、
保
護
者
、
地
域
の
方
々
、
仲

間
、
先
輩
、
そ
し
て
何
よ
り
家
族
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

三
月
に
定
年
退
職
を
迎
え
、
四
月

か
ら
再
任
用
校
長
と
し
て
昨
年
度
か

ら
引
き
続
き
の
大
田
区
立
田
園
調
布

中
学
校
に
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。

　

多
く
の
人
た
ち
と
の
出
会
い
が
財

産
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
の
経

験
も
含
め
て
、
学
校
経
営
に
生
か
し

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
年
に
数
回
、
教
え
子
た
ち

と
の
会
が
あ
り
ま
す
。
と
て
も
楽
し

い
で
す
。
教
師
冥
利
に
尽
き
ま
す
。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

ご
あ
い
さ
つ

江
東
支
部
　
柴
野
　
晃
一
郎

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

流
れ
の
ま
ま
に

千
葉
南
支
部
　
石
毛
　
由
美
子

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

感
謝

大
田
支
部
　
木
﨑
　
正
和

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

全
て
に
感
謝品

川
支
部
　
林
　
誠
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支
部
だ
よ
り
の
依
頼
が
あ
り
ま
し

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
墨
田

支
部
で
も
す
べ
て
の
活
動
が
中
止
、

延
期
と
な
り
ま
し
た
。
毎
年
五
月
に

行
わ
れ
る
総
会
は
十
二
月
の
忘
年
会

の
時
に
と
一
応
予
定
し
、
七
月
に

や
っ
と
常
任
理
事
会
を
開
き
今
年
度

の
活
動
計
画
を
立
て
ま
し
た
。

　

墨
田
支
部
の
歴
史
を
振
り
返
り
今

ま
で
の
主
な
活
動
に
つ
い
て
述
べ
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

墨
田
支
部
は
昭
和
三
十
七
年
に

四
十
七
名
の
方
々
が
「
墨
田
区
元
校

長
の
会
」
を
創
設
。
そ
の
後
い
わ
ゆ

る
Ａ
・
Ｂ
会
員
合
わ
せ
て
活
動
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
最
大
の
会
員

数
は
百
六
十
余
名
。
現
在
は
六
十
三

名
で
六
割
以
上
が
後
期
高
齢
者
と
い

わ
れ
る
方
で
す
が
三
つ
の
事
業
を
重

点
的
に
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　

①
会
誌
発
行
。
②
退
公
連
と
合
同

展
覧
会
。
③
日
帰
り
研
修
旅
行
。

　

①
の
会
誌
発
行
は
昭
和
五
十
年
創

刊
で
今
年
で
四
十
六
号
に
な
り
ま
す
。

墨
田
区
内
の
風
物
を
表
紙
に
し
て
お

り
現
在
は
カ
ラ
ー
写
真
で
す
。
毎
号

六
割
以
上
の
会
員
の
寄
稿
が
あ
り
、

今
年
も
こ
れ
だ
け
は
と
九
月
に
発
行

す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

②
の
退
公
連
と
の
合
同
展
覧
会
は

会
場
費
の
値
上
り
や
、
設
営
の
危
険

な
こ
と
も
あ
り
、
会
員
の
意
見
を
求

め
平
成
二
十
九
年
に
二
十
一
回
で
残

念
な
が
ら
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

二
十
二
回
目
に
な
る
③
の
日
帰
り

研
修
は
主
に
墨
田
区
近
辺
で
行
っ
て

お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
三
月
に
巣
鴨

方
面
へ
と
足
を
伸
ば
す
こ
と
に
な
り

実
踏
、
冊
子
作
成
と
万
端
整
え
て
お

り
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
収
束
後
に
延

期
に
な
り
ま
し
た
。

　

会
員
数
は
減
り
ま
し
た
が
会
員
の

方
々
の
協
力
を
得
て
受
け
継
が
れ
て

き
た
事
業
を
更
に
中
味
の
濃
い
も
の

に
と
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

と
い
う
初
め
て
の
経
験
の
中
で
、「
六

月
の
総
会
が
開
催
で
き
る
の
か
」
と

い
う
不
安
な
気
持
ち
で
三
月
を
過
ご

し
て
お
り
ま
し
た
。

　

四
月
に
は
、「
緊
急
事
態
宣
言
」

が
発
出
さ
れ
、
社
教
館
も
閉
鎖
に
な

り
、
役
員
会
や
総
会
の
資
料
作
り
も

で
き
な
い
状
況
で
し
た
。
五
月
中
旬

に
総
会
中
止
の
案
内
を
会
員
に
連
絡
。

会
計
監
査
は
別
会
場
で
実
施
で
き
、

会
計
報
告
と
事
業
報
告
、
そ
し
て
、

会
員
の
現
況
を
加
え
、
今
後
の
予
定

も
併
せ
て
連
絡
で
き
ま
し
た
。
八
月

当
初
に
、
今
年
度
最
初
の
役
員
会
を

実
施
。

　

さ
て
、
本
支
部
の
例
年
の
事
業
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

◆
参
加
型
の
事
業

　

○
総
会
・
懇
親
会　

○
新
年
研
修

会
・
懇
親
会
・
作
品
展　

○
史
跡
歩

こ
う
会　

○
教
育
課
題
研
修
会
（
年

二
回
）　

○
三
間
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ（
年

六
回
、
現
職
と
一
回
）　

○
納
涼
懇

親
会

◆
報
告
型
の
事
業
（
準
会
員
に
も
配

布
）

○
会
員
名
簿
（
自
前
印
刷
）
…
会
員

の
住
所
等
、
役
員
一
覧
、
会
則
、
幼

小
中
校
長
・
副
校
長
一
覧
、
研
究
発

表
校
一
覧
、
地
区
委
員
一
覧

○
支
部
だ
よ
り
（
業
者
印
刷
）
…
年

二
回
発
行
、
会
員
の
動
静
・
教
育
委

員
会
の
事
業
動
静
・
研
究
発
表
会
の

報
告

○
お
便
り
集
（
自
前
印
刷
）
…
総
会

用
の
返
信
ハ
ガ
キ
に
、
健
康
、
生
活
、

教
育
論
等
記
載
し
、
担
当
者
が
ま
と

め
。

○
総
会
要
項
…
会
員
現
況
、
総
会
資

料◆
そ
の
他

○
企
画
会
（
年
二
回
）・
役
員
会
（
年

六
回
）
※
役
員
数
…
二
十
三
名

○
会
員
数
…
一
二
三
名（
減
少
傾
向
）

○
総
会
等
参
加
率
…
二
十
～
二
十
五

％○
支
部
年
会
費
…
千
五
百
円

◆
準
会
員
と
の
交
流
…　

○
研
究
発

表
会
へ
の
参
加　

○
学
校
評
議
員
・

研
究
講
師　

○
小
学
校
転
退
職
校
長

と
現
職
校
長
の
会
（
現
職
が
準
備
）

　

今
後
、
懇
親
会
が
で
き
な
い
状
況

で
会
員
相
互
の
絆
を
高
め
、
実
り
多

い
活
動
の
在
り
方
を
模
索
し
て
い
き

た
い
。

支
　
部
　
だ
　
よ
　
り

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

つ
な
が
り
を
大
切
に

目
黒
支
部
長
　
髙
橋
　
毅

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

支
部
活
動
を
振
り
返
っ
て

墨
田
支
部
長
　
小
菅
　
和
子
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荒
川
支
部
で
は
、
十
年
程
前
か
ら

支
部
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
指

し
、
そ
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
来
ま

し
た
。
そ
れ
は
、
様
々
な
社
会
情
勢

等
の
変
化
に
伴
い
、
従
来
通
り
の
活

動
が
出
来
ず
ら
く
な
っ
て
来
た
こ
と

が
大
き
な
理
由
で
し
た
。
例
え
ば
、

消
費
税
の
値
上
げ
に
よ
り
、
財
源
面

で
厳
し
く
な
っ
た
こ
と
。
退
職
校
長

の
再
任
用
制
度
が
導
入
さ
れ
た
こ
と

で
、
会
員
加
入
者
が
激
減
し
た
こ
と

等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
に
つ
い
て
、
役
員

会
で
時
間
を
掛
け
て
議
論
を
重
ね
る

こ
と
で
、
改
善
・
改
革
を
図
る
こ
と

が
出
来
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

一
　
財
源
の
確
保

　

こ
の
十
年
間
で
消
費
税
が
二
回
も

値
上
げ
に
な
り
、
諸
活
動
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ

で
充
実
し
た
活
動
を
展
開
す
る
た
め

の
財
源
を
如
何
に
確
保
す
る
か
、
で

し
た
。
対
策
と
し
て
・
懇
親
会
の
参

加
費
を
上
乗
せ
し
て
残
金
を
多
く
し

た
・
役
員
会
の
回
数
を
減
ら
し
て
交

通
費
を
浮
か
し
た
・
Ａ
会
員
と
Ｂ
会

員
の
支
部
年
会
費
を
同
額
に
し
た
。

こ
の
こ
と
で
、
三
万
円
の
財
源
を
増

額
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

二
　
会
員
の
増
強

　

本
支
部
は
Ａ
会
員
が
二
十
名
前
後

で
Ｂ
会
員
が
八
十
名
位
の
合
計
百
数

名
程
の
会
員
で
し
た
。
し
か
し
、
校

長
再
任
用
制
度
の
実
施
に
伴
い
、
入

会
者
が
激
減
し
危
機
感
を
抱
く
ほ
ど

で
し
た
。
そ
こ
で
、
十
年
前
か
ら

「
退
職
校
長
年
度
別
名
簿
」
を
作
成

し
、
毎
年
一
月
頃
か
ら
未
加
入
者
に

電
話
や
学
校
訪
問
を
行
い
、
加
入
活

動
を
推
進
し
て
来
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
が
徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す
が
成
果

と
な
っ
て
来
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
は
、
会
則
を
変
え

な
い
と
改
善
す
る
こ
と
が
出
来
な
い

の
で
、
会
則
の
改
定
を
そ
の
都
度
行

い
、
や
っ
と
そ
れ
な
り
の
活
動
が
出

来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
も

一
層
の
活
性
化
に
努
め
ま
す
。

　

埼
玉
県
支
部
は
こ
の
六
月
六
日
に

令
和
二
年
度
定
期
総
会
と
と
も
に
支

部
結
成
五
〇
周
年
記
念
式
典
を
盛
大

に
挙
行
で
き
る
は
ず
で
し
た
が
、
コ

ロ
ナ
禍
の
煽
り
を
受
け
て
総
会
も
記

念
式
典
も
延
期
し
ま
し
た
。
そ
れ
ば

か
り
か
総
会
で
承
認
さ
れ
る
は
ず
の

事
業
計
画
も
正
常
な
支
部
運
営
が
ま

ま
な
ら
な
い
状
況
の
た
め
中
断
し
て

い
ま
す
。

　

さ
て
、
現
在
埼
玉
県
支
部
の
会
員

数
は
百
七
十
五
名
で
す
。
五
〇
年
前

の
結
成
当
時
は
五
十
九
名
で
す
か
ら

大
し
た
差
が
な
い
よ
う
に
思
え
ま
す

が
、
一
時
期
三
百
七
十
四
名
の
大
所

帯
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
る
わ
け
で
す

か
ら
こ
の
五
〇
年
間
で
か
な
り
の
会

員
の
減
少
で
す
。
し
か
し
会
員
が
相

互
の
親
睦
と
互
助
を
深
め
各
種
会
合

や
ク
ラ
ブ
活
動
を
中
心
に
生
涯
学
習

の
充
実
と
推
進
に
元
気
に
取
り
組
む

姿
に
救
わ
れ
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
る
今
年
「
高
齢
者

の
会
合
は
感
染
拡
大
の
リ
ス
ク
が
高

く
極
め
て
危
険
！
」
と
「
三
密
」
を

意
識
し
な
が
ら
全
会
員
で
取
り
組
ん

で
き
た
本
年
度
の
埼
玉
県
支
部
の
活

動
の
一
端
を
報
告
し
ま
す
。

一
、六
月
六
日
予
定
の
「
令
和
二

年
度
定
期
総
会
資
料
」
と
「
会
報

一
〇
四
号
」
を
五
月
一
日
付
で
全
会

員
宅
に
郵
送
し
た
こ
と
。（
様
々
な

制
約
を
役
員
の
知
恵
と
工
夫
で
い
つ

で
も
総
会
を
開
け
る
準
備
を
図
れ
た

の
は
本
支
部
な
ら
で
は
の
伝
統
の
一

つ
）

二
、六
月
六
日
の
記
念
式
典
当
日
に

配
布
予
定
の
記
念
誌
「
さ
き
た
ま
会

結
成
五
〇
周
年
」
を
六
月
初
旬
に
全

会
員
宅
に
届
け
ら
れ
る
よ
う
に
と
、

コ
ロ
ナ
禍
を
意
識
し
な
が
ら
実
行
委

員
会
あ
げ
て
ゲ
ラ
刷
り
校
正
に
拍
車

を
掛
け
合
い
、
六
月
初
旬
に
は
全
会

員
宅
に
郵
送
し
、
居
な
が
ら
に
し
て

結
成
五
〇
周
年
の
喜
び
を
分
か
ち
合

え
た
。

三
、
会
員
の
理
解
と
協
力
で
期
日
通

り
本
部
に
年
会
費
は
納
入
済
み
。

　

担
当
役
員
の
努
力
で
九
月
十
五
日

に
さ
い
た
ま
市
中
町
二
丁
目
の
公
民

館
講
座
室
に
マ
ス
ク
着
用
姿
で
役
員

と
地
区
幹
事
が
勢
ぞ
ろ
い
し
ま
す
。

総
勢
四
十
三
名
。

　

心
が
躍
り
ま
す
。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

本
支
部
の
活
性
化
を
図
る
た
め
の

課
題
と
そ
の
対
策

荒
川
支
部
長
　
桜
庭
　
清
徳

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

結
成
五
十
一
年
目
に
向
か
っ
て

元
気
に
歩
ん
で
い
ま
す

埼
玉
県
支
部
長
　
森
山
　
裕
夫
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会
報
209
号
発
行
に
際
し
、
コ
ロ
ナ

禍
の
中
で
執
筆
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
皆
様
に
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
中
で
も
、
五
団
体
と
の
教
育
懇

談
会
が
中
止
に
な
る
状
況
下
で
の
、

各
会
長
先
生
方
の
玉
稿
に
接
し
て
感

銘
を
受
け
ま
し
た
。
未
曽
有
の
事
態

に
直
面
す
る
中
で
、
子
供
た
ち
の
笑

顔
と
学
び
を
保
証
す
る
た
め
に
様
々

な
課
題
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ
と

に
、
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

会
報
の
編
集
作
業
は
、
社
会
の
テ

レ
ワ
ー
ク
の
定
着
に
倣
い
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
を
図
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
ネ
ッ
ト
環
境
を
持
た
な
い

会
報
部
員
と
の
連
絡
や
、
直
接
送
付

の
必
要
性
等
も
あ
り
、
郵
便
や
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
電
話
、
携
帯
メ
ー
ル
等
を
駆
使

し
ま
し
た
。

　

京
都
大
学
総
長
で
、
ゴ
リ
ラ
研
究

者
と
し
て
有
名
な
山
極
寿
一
先
生

は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組
で
「
信
頼
は
直

接
会
っ
て
話
し
て
こ
そ
醸
成
さ
れ

る
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
一
日

も
早
い
コ
ロ
ナ
の
収
束
を
願
う
と
と

も
に
、
コ
ロ
ナ
後
の
明
る
い
社
会
を

信
じ
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
⻆
田
美
枝
子
）

編
　
集
　
後
　
記

（令和 2 年 9 月 30 日届出現在）

氏　

名

年
月
日

支
部
名

校種
年齢

名簿頁

佐
久
間　

穣
平
30
・
7
・
13
足
　
立

小
91

35

内
山　

俊
三
令
元
12
・
24

埼
玉
県

小
87

97

堀
井　

榮
夫
令
元
12
・
30

葛
　
飾

中
72

15

武
田　

惠
子
令
2
・
1
・
10
日
　
南

中
91

55

岡
本  

昭
二

令
2
・
1
・
11
八
王
子

高
90

43

木
戸　
　

聰
令
2
・
1
・
23
千
葉
北

中
83

93

布
施　

篤
美
令
2
・
2
・
13
武
・
三

小
92

58

長
野
宏
太
郎
令
2
・
2
・
13
世
田
谷

小
92

14

生
島　

信
夫
令
2
・
2
・
17
世
田
谷

小
95

16

塩
野　

辰
二
令
2
・
2
・
28
千
葉
北

小
91

93

石
垣　

尚
之
令
2
・
3
・
4
地
　
方

小
96

110

茂
木　

辰
雄
令
2
・
3
・
5
練
　
馬

中
91

33

高
水　

重
雄
令
2
・
3
・
26
北
・
中

小
88

67

金
子　
　

清
令
2
・
3
・
27
杉
　
並

小
93

21

松
田　
　

實
令
2
・
3
・
28
練
　
馬

小
95

33

大
柴　

昭
三
令
2
・
4
・
5
狛
　
江

小
91

70

江
木  

常
夫

令
2
・
4
・
13
江
戸
川

中
76

42

河
野　
　

淳
令
2
・
4
・
18
江
戸
川

小
93

40

中
島　
　

譲
令
2
・
4
・
22
目
　
黒

養
89

9

原　
　

一
男
令
2
・
4
・
23
練
　
馬

小
99

33

平
井　
　

明
令
2
・
4
・
25
杉
　
並

小
101

23

齋
藤　

吉
衛
令
2
・
4
・
29
文
　
京

小
89

3

大
久
保
正
祺
令
2
・
5
・
2
八
王
子

小
87

44

中
光　

正
宣
令
2
・
5
・
7
八
王
子

中
81

46

永
瀬　

純
三
令
2
・
5
・
8
府
　
中

中
87

68

木
下
川　

肇
令
2
・
5
・
17
練
　
馬

中
67

35

薊　
　

文
雄
令
2
・
5
・
18
足
　
立

小
90

36

芝
田　

時
次
令
2
・
5
・
22
北
・
西

小
90

71

小
川　

泰
三
令
2
・
5
・
22
神
奈
川
県

小
87

104

髙
野　

篤
人
令
2
・
5
・
28
武
・
三

小
93

57

大
石　
　

稔
令
2
・
6
・
24
千
葉
西

中
89

90

濱
島　

和
夫
令
2
・
6
・
26
埼
玉
県

小
92

96

伊
東　

公
章
令
2
・
7
・
10
町
　
田

小
76

50

中
村　

秀
雄
令
2
・
7
・
17
神
奈
川
県

小
91

103

増
渕　

和
利
令
2
・
7
・
31
北
・
中

小
94

65

松
崎　

正
勝
令
2
・
8
・
9
狛
　
江

小
81

70

宮
川　

惟
男
令
2
・
8
・
11
神
奈
川
県

中
88

104

井
上　

安
悦
令
2
・
8
・
20
西
多
摩

中
69

82

中
村　

昭
平
令
2
・
9
・
5
西
多
摩

小
90

76

前
沢　

正
己
令
2
・
9
・
11
葛
　
飾

小
92

40

有
馬　

正
英
令
2
・
9
・
16
世
田
谷

中
91

17

秋
庭　
　

渡
令
2
・
9
・
28

北

中
96

24

（2019年度版）

投
稿
欄
の
休
載
に
つ
い
て

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
会
報
誌
へ

の
投
稿
、
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

現
在
、
退
職
校
長
会
事
務
室
が

閉
鎖
さ
れ
て
お
り
、
広
報
部
会
で

内
容
検
討
が
で
き
な
い
た
め
、
当

面
の
間
、
休
載
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。


